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3月定例議会のあらまし

提
案
さ
れ
た
２６
議
案
を
集
中
審
議
し
、
原
案
通
り
可
決
！

一
般
質
問
に
６
議
員
が
登
壇
し
町
政
を
質
す
！

園
保
育
園
の
3
園
を
統
合
し
、
新
た
な
こ
ど
も
園
を
高
台
に
移
転
整
備
し
、
２
０
２
２
年
4

月
に
開
園
を
目
指
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
説
明
し
、
保
護
者
や
地
域
へ
の
理
解
協
力
を
求
め

た
。ま

た
、
条
例
改
正
で
は
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
し
新
た
に
水
道
室
を
設
置
、

さ
ら
に
特
別
職
の
職
員
・
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

で
は
、
消
防
団
員
の
報
酬
引
き
上
げ
、
団
員
確
保
や
体
制
充
実
を
図
る
事
と
な
っ
た
。

第
7
日
目
に
は
、
6
議
員
が
登
壇
し
一
般
質
問
を
行
い
、
津
波
避
難
訓
練
、
里
親
制
度

問
題
、
一
時
保
育
・
病
児
保
育
、
み
な
べ
百
年
の
森
、
田
辺
西
バ
イ
パ
ス
開
通
に
よ
る
町
内

道
路
の
安
全
性
、
ゴ
ミ
焼
却
場
移
転
の
影
響
等
を
と
り
あ
げ
、
町
政
を
質
し
た
。

3
月
定
例
会
が
、
3
月
6
日
か
ら
19
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

２
０
１
９
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
な
ど
26
議
案
を
提
案
し
、
担
当
部
門
毎
に
新

年
度
の
事
業
実
施
内
容
や
予
算
の
説
明
を
聞
い
た
後
、
慎
重
に
審
議
を
行
い
、
全
議
案
を
可

決
し
た
。

第
1
日
目
に
は
、
小
谷
町
長
が
開
会
の
後
、
施
政
方
針
を
示
し
、
梅
産
業
の
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
梅
が
持
つ
効
能
研
究
と
し
て
梅
の
認
知
症
へ
の
効
果
を
確
認
す
る
研
究
を

始
め
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

ま
た
、
防
災
面
で
は
小
山
田
地
区
で
進
め
て
い
る
防
災
拠
点
施
設
や
埴
田
医
王
寺
地
区

避
難
所
を
つ
な
ぐ
道
路
の
着
工
に
向
け
た
調
査
、
ま
た
南
部
幼
稚
園
・
南
部
保
育
所
・
愛
之

●特別会計
総額52億7,000万円

2015 年度から合併による地方交付税の上乗せ分
が段階的に減少し、2020 年度から上乗せ分が無
くなるため、大型公共事業の実施では町債（借
入金）などに依存しなければならない状況とな
り、依然として厳しい財政状況が続いています。

合併特例債上乗せ分

0
（億）
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介護保険

公共下水道
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農業集落排水事業

18億8,241万円
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防災拠点・デジタル防災無線の施設整備に12億8,000万円

平成３１年度当初予算 総額１４２億円
（前年比 4 億 3,000 万円増）

●一般会計／８９億6,400万円

歳　入 歳　出

地方交付税

町債（借入金）

町税

国庫支出金

県支出金

繰入金

地方消費税交付金

諸収入・寄附金など

使用料・手数料

0 （億）10 20 30

34.0億円

14.9億円　

14.0億円   

8.5億円　　　

6.7億円 　　　

4.6億円　　　　

3.5億円 　　　　

1.8億円　　　　　

1.3億円　　　　　

20 15 10 5 0　（億）

民生費

総務費

公債費

土木費

消防費

農林水産業費

教育費

衛生費

商工費

議会費

予備費

災害復旧費

20.4億円

13.8億円

11.5億円

11.0億円

  9.6億円

　 7.8億円

　 7.8億円

   　 5.5億円

　　　  9,489万円

　　　  7,751万円

　　　　1,000万円

　　　　　0.2万円
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3月定例議会のあらまし

新規防災
デジタル防災行政無線工事
請負費、整備工事委託料

 ６億 9,905 万円
　平成 32 年度が最終となっている緊急防
災減災対策事業債を活用します。借り入れ
は 100%、交付税算入が 70% の有利な起債
です。デジタル行政無線の本体を浸水区域
外の生涯学習センターに設置し、平時は役
場から遠隔制御装置により放送します。

新規産業
森林環境譲与税

７００万円
　適切な森林の整備等に使われる税です。
令和 6 年度から個人住民税の均等割の納
税者から 1 人当たり 1000 円を徴収します。
早期に対応する必要があるため、課税に先
行して 31 年度から配分され基金に積み立
てられるものです。

拡充防災
埴田医王寺避難道路調
査測量設計業務委託料   

1,200 万円
　前年度の予算で、全体の土地の形状や現
状の利用状況、また、避難道路新設に当た
り道路法線の計画案を作成しました。今回
の委託料は、JR のトンネル付近での工事
になるため、電車の運行に支障がないか、
解析をして、JR と再度協議するための調
査委託料です。

拡充商工
アンテナショップ運営
助成金　1,000 万円

　下北沢のアンテナショップの閉鎖にとも
ない、新たなアンテナショップの助成金で、
国、町、商工会が 1/3 の負担割合で助成す
るものです。町、観光協会、商工会が一体
となって、特産物の販売、観光案内、首都
圏のイベント参加拠点として活用を計る経
費です。

ピック
アップ

今回の注目予算
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新規教育
清川小学校トイレ改修

工事請負費　200 万円
　1 階のトイレの洋式化を図るものです。
男子トイレを和式 2 基から洋式 1基和式 1
基に、女子トイレを和式 4基から洋式 2基
和式 1基にスペースを広げて改築するもの
です。

新規健康
風しん抗体検査委託料

381万 2,000 円
　風しんの予防接種を全く受けていない
39 才から 56 才の男性を対象に、31 年度か
ら 3 年間で抗体検査を実施した上で、抗体
価の低い方には予防接種を実施します。

新規まちづくり
都市計画マスタープラン

策定業務委託料 550 万円
　2 年計画の 1 年目として、町民意向調査、
都市計画上の課題、都市整備の方針等の全
体構想を作成予定です。マスタープラン策
定委員会も設置予定で、学識経験者、各種
団体代表、町議、行政機関等で組織する予
定です。

注目自然
第 30 回日本ウミガメ

会議補助金   300 万円
　平成 31 年度に第 30 回日本ウミガメ会議
が、11 月 15 日から 3 日間みなべ町で開催
の予定です。全国各地から約 300 名が参加
予定で、会議の開催運営費、総額約 900 万
円の内、300 万円の補助金を計上していま
す。
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みなべ町森林環境譲与税活用基金条例

職員定数条例の一部改正

特別職の非常勤職員の報酬・費用弁償

職員の勤務時間・休暇等に
関する条例の一部改正

　平成 30 年に制定された「森林経営管理法」に
基づき、林業の成長産業化並びに森林の公益的機
能の維持、発揮、山村振興を図るために基金が設
置されます。
　具体的な使途については、間伐や人材育成・担
い手確保、木材利用の促進や普及啓発等の費用に
充てられます。
　平成 31 年度は、700 万円の事業費が予算化され、
基金に積み立てられました。

　職員定数の総計は、178 人（現状は 136 人）と
変わらないものの、水道部局の 7 人の事務職員定
数を、9 人に増やしました。増員の理由は、生活
環境課内に「水道室」を新たに設置し、問題とな
っている水道施設の老朽化に対応するため、新年
度より関連施設の耐震診断、実施計画等の策定な
ど更新に向けた体制の充実を図ります。
　また、教育委員会の事務部局の職員を、国・県
の指導により幼児教育室の設置などで、変更前の
29 人から 27 人に変更されました。

　平成 16 年に制定された現行の条例の一部を改
正し、郡内で最低だった消防団員の報酬の年額を
引き上げるものです。
　引き上げ幅は、郡内平均を基本に報酬年額を、
団員で 2 万 3,000 円を 2 万 8,000 円に、班長が 2
万 7,000 円を 3 万 3,000 円に、団長が 8 万円を 9
万円にそれどれ引き上げられます。　団員の確保
や体制の拡充のために改正されました。
　また、今回、別の条例改正で、出動手当が 1 回、
3,000 円に引き上げられました。

 国の働き方改革を受けて、職員の健康管理と業
務効率の向上を図るため、超勤時間の上限等を見
直し、長期労働時間の是正を図るための条例改正
です。

● 1 ヶ月　45 時間かつ 1 年間 360 時間以内
（但し、特例部署については、同 100 時間未満、
同720時間かつ2〜6か月の平均80時間の範囲内）

今回の主な改正条例

●農地基盤促進事業　1 億 3,020 万円　
●坂ケ谷道路整備事業　500 万円
●林道東神野川木の川線舗装工事　1,000 万円
●水産物供給基盤機能保全事業　1,505 万円
●町道新設改良工事　7,840 万円
●町道東神野川線整備事業　1,700 万円
●町道浜線整備事業　2,930 万円
●町道高野沼川線整備事業　5,240 万円
●町道名の内線整備事業　1 億 6,190 万円
●町道みなべ新橋線整備事業　2,200 万円
●町道熊岡東本庄線整備事業　1,500 万円
●橋梁長寿命化事業　4,990 万円

主な農林・水産・建設・土木の関連事業

●防災拠点施設整備事業　5 億 8,022 万円
●防災行政無線デジタル化事業 6 億 9,905 万円
●消防車庫整備事業　420 万円
●防火水槽設置事業　1,400 万円
●消防ポンプ車更新事業　2,000 万円
●消火栓設置・修繕工事　690 万円
●ブロック塀等耐震対策事業　500 万円
●国民宿舎照明器具 LED 化工事　1,020 万円
●新田団地外壁改修工事　5,120 万円
●公共下水道管路等整備事業　1 億 7,184 万円
●簡易水道再編整備事業　1 億 2,300 万円

主な防災・商工・水道関連事業

3月定例議会のあらまし
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提　案　議　案　へ　の　賛　否 （反対のあった議案のみ）

　会計予算には、平成 31 年 10 月予定の消費税率 10％の転嫁分が反映されています。
　消費税率が上がると、低所得者ほど収入に対する食料品などの生活必需品購入費の割合が高く
なり、高所得者よりも税負担率が大きくなります。この逆進性を緩和するために、食料品などに「軽
減税率」を導入するということですが、軽減税率という名目で導入されようとしている複数税率
は、生活者にとっても、ご商売をされている方や中小企業にとっても混乱必至です。さらに町財
政にも影響しています。
　このような消費税率 10％の転嫁分が、反映されている会計予算には反対いたします。

（池田 三千留　議員）

　　　　  消費税率10％の転嫁分が反映された予算案には反対！反対討論

議案 谷
本
永
井
天
野
井
口
丸
山
池
田原出

口
真
造
竹
本
北
谷
宮
㟢
玉
井

議案第 2 号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 8 号 みなベ町下水道条例の一部を改正する
条例について ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 9 号
みなべ町農業集落排水処理施設の設置
及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例について

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 11 号 みなべ町給水条例の一部を改正する条
例について ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 19 号 平成 31 年度みなベ町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 22 号 平成 31 年度みなベ町介護保険特別会計
予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 23 号 平成 31 年度みなペ町農業集落排水事業
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 24 号 平成 31 年度みなべ町公共下水道事業特
別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 25 号 平成 31 年度みなベ町簡易水道事業特別
会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 26 号 平成 31 年度みなべ町水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（○：賛成　×：反対　議長は採決に加わりません）

各委員会の閉会中の継続調査

●総務文教委員会
　①防災広場及び避難道に関する調査

●産業建設委員会
　①密漁防止に関する調査
　②梅の作況及び機能性に関する調査
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て
か
ら
審
査
に
２
ヵ
月
、
今
受

理
さ
れ
れ
ば
、第
１
回
が
６
月
。

そ
の
２
个
月
後
の
９
月
（
８
月

の
盆
月
は
開
廷
さ
れ
な
い
）
が

２
回
目
に
な
る
。
た
だ
、
調
停

は
１
回
で
決
ま
る
場
合
も
あ
る

が
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
想
定

さ
れ
、
見
通
し
が
つ
か
な
い
た

め
、
₃1
年
度
内
を
見
込
ん
で
土

地
借
上
料
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
調
停
か
ら
裁
判
に
移
行

し
た
場
合
に
も
別
費
用
が
発
生

す
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
　
　
　
　

う
め
振
興
費　

ラ

ジ
オ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画
運
営

委
託
料
（
９
７
８
万
円
）

　
　

毎
年
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
千
回
以
上
や
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
評
価
と
効
果
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。ま
た
、ネ
ッ

ト
Ｐ
Ｒ
等
は
、
検
討
し
た
事
が

あ
る
の
か
。
ま
た
、
Ｕ
Ｍ
Ｅ
ー

１
の
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
会
場
統

合
し
た
反
応
、
今
回
の
来
場
者

の
反
応
、
効
果
等
は
。

　
　

首
都
圏
ラ
ジ
オ
調
査
で
ラ

ジ
オ
聴
取
率
は
５４．８
％
と
高
く
目

一
般
会
計

　
　
　
　

土
地
借
上
料
（
本
庁

舎
駐
車
場
）
調
停
業
務
委
託
料

　
　

土
地
借
上
料
（
６
０
６
万

円
）
に
つ
い
て
と
、
調
停
業
務

委
託
料
１
０
０
万
と
あ
る
が
、

調
停
の
見
通
し
と
、ど
の
程
度
、

時
間
が
か
か
る
の
か
。

　
　

調
停
は
裁
判
所
に
申
請

中
、
書
類
を
揃
え
審
査
し
て
い

る
段
階
。時
間
と
し
て
は
、２
个

月
に
１
度
。
書
類
が
受
理
さ
れ

に
見
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、

効
果
を
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、

ネ
ッ
ト
の
活
用
も
考
え
て
い
る

が
、
効
果
が
薄
い
と
み
て
実
施

に
至
っ
て
い
な
い
。
Ｕ
Ｍ
Ｅ
︱

１
に
つ
い
て
は
、
集
約
人
数
は

約
４
，
０
０
０
人
と
増
加
し
効

果
が
あ
っ
た
。
商
工
青
年
部
と

連
携
し
な
が
ら
協
力
し
運
営
で

き
た
の
が
、
良
か
っ
た
と
感
じ

て
い
る
。

　
　
　
　

総
務
費　

ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
運
営
助
成
金
（
１
，

０
０
０
万
円
）

　
　

町
が
ど
う
し
て
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
運
営
助
成
金
１
，

０
０
０
万
円
を
出
す
の
か
。
初

年
度
だ
け
な
の
か
、
毎
年
な
の

か
。
い
つ
ど
こ
へ
設
置
す
る
の

か
。

　
　

下
北
沢
の
ミ
ュ
ー
ム
梅
ラ

ボ
が
閉
鎖
に
な
り
ま
し
た
。
み

な
べ
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
拠
点

と
し
て
、
５
月
を
め
ど
に
新
し

い
場
所
に
開
設
し
た
い
。

　

国
か
ら
の
助
成
金
が
減
額
と

い
う
事
で
、
３
，
０
０
０
万
円

の
費
用
を
国
、
町
、
商
工
会
が

１
／
３
ず
つ
負
担
し
て
、
商
工

会
と
町
の
共
同
運
営
の
予
定
。

　　
　

下
北
沢
の
場
合
、
経
済
的

に
自
主
財
源
で
と
の
説
明
で

あ
っ
た
が
、
非
常
に
厳
し
か
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
採
算
性
、

費
用
対
効
果
に
つ
い
て
非
常
に

疑
問
に
思
う
。
１
，
０
０
０
万

円
は
運
営
資
金
の
助
成
と
の
こ

と
。
そ
の
妥
当
性
は
。

　
　

　
　

３
年
間
や
っ
て
き
た
。
実

績
は
継
続
す
る
こ
と
に
意
味
が

あ
る
。
商
工
会
が
や
め
れ
ば
町

が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
国
か
ら
の
補
助

金
が
な
く
な
れ
ば
ど
う
な
る
か

な
と
の
思
い
は
あ
る
が
、
町
と

し
て
ＰＲ
し
て
い
く
部
分
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　

水
産
業
総
務
費

漁
業
管
理
委
託
料
（
１
２
５
万

１
千
円
）　

　
　

紀
州
日
高
漁
業
組
合
と
表

現
さ
れ
て
い
る
が
、
事
業
補
助

金
と
い
う
の
は
、
み
な
べ
エ
リ

ア
の
事
業
補
助
金
と
考
え
て
い

い
の
か
。
ま
た
、
漁
業
法
の
改

正
等
で
漁
業
生
産
者
組
合
の
組

織
作
り
を
届
け
出
れ
ば
、
地
域

漁
業
組
合
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ

れ
る
の
か
。
生
産
者
組
合
が
申

請
さ
れ
年
度
内
に
も
認
可
さ
れ

れ
ば
様
々
な
事
業
も
消
化
で
き

る
の
か
。

　
　

各
種
補
助
金
が
あ
る
が
全

て
、
み
な
べ
町
内
で
の
事
業
活

動
に
対
す
る
補
助
金
で
あ
る
。

漁
業
生
産
者
組
合
は
、
漁
業
協

同
組
合
と
は
同
じ
扱
い
の
法
人

と
な
る
。
今
、
町
内
に
は
そ
う

い
う
組
合
は
な
い
が
、
新
た
に

設
立
さ
れ
れ
ば
当
然
、
対
象
に

な
る
事
も
考
え
ら
れ
る
。
設
立

総
会
等
を
経
て
認
可
さ
れ
れ
ば
、

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

総
務

う
め
課

商
工

3月定例議会のあらまし

産
業
課
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獲
に
な
っ
て
い
る
。
効
果
は
、

ま
だ
出
て
は
な
い
が
、
狩
猟
者

も
増
え
て
い
る
の
で
、
今
後
の

被
害
減
少
を
期
待
し
て
い
る
。

特
別
会
計

高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
8
期

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
業
務

委
託
料
（
１
９
２
万
５
千
円
）

　
　

第
８
期
と
は
、
ど
う
い
う

形
な
の
か
。
現
状
第
７
期
で
言

う
と
全
国
約
１
，
７
０
０
自
治

体
の
中
の
1₆
位
の
介
護
保
険
料

の
高
さ
。
少
な
く
と
も
第
８
期

に
向
け
て
ど
う
い
う
観
点
で
何

を
取
り
組
む
の
か
、
説
明
を
し

て
も
ら
い
た
い
。

　
　

み
な
べ
町
は
他
市
町
に
違

い
老
人
ホ
ー
ム
に
お
世
話
に
な

る
機
会
や
要
望
が
多
い
。（
1

次
産
業
従
事
者
、
農
業
繁
忙
期

等
が
多
い
た
め
）

　

7
市
町
で
特
養
老
人
ホ
ー
ム

に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
が
み
な

べ
町
は
、
ダ
ン
ト
ツ
に
多
い
。

理
由
と
し
て
は
、
在
宅
介
護
が

減
り
施
設
介
護
が
増
え
て
い
る

紀
州
日
高
漁
協
と
協
議
し
な
が

ら
事
業
実
施
を
考
え
る
。

　
　
　
　
　

防
護
柵
等
設
置
支

援
事
業
補
助
（
８
０
０
万
円
）

　
　

防
護
柵
等
設
置
支
援
事
業

補
助
金
で
、
町
の
補
助
率
は
３

分
の
１
で
あ
る
が
、被
害
農
家
、

鹿
等
の
被
害
が
な
か
な
か
減
少

し
な
い
。
今
後
、
同
事
業
で
の

補
助
率
改
善
や
補
助
金
ア
ッ
プ

は
な
い
の
か
。
ま
た
、
被
害
状

況
の
実
績
等
も
あ
れ
ば
報
告
し

て
頂
き
た
い
。

　
　

同
事
業
は
、
県
の
補
助
が

３
分
の
１
、
町
の
補
助
が
３
分

の
１
で
、
合
計
３
分
の
２
以
内

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
、
県
の
事
業
も
継
続
さ

れ
る
が
、
補
助
率
の
変
更
は
今

の
と
こ
ろ
予
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
被
害
の
状
況
は
、
現
在
も

主
に
有
害
捕
獲
で
対
策
を
実

施
し
て
い
る
。
毎
年
、
約
１
，

５
０
０
頭
前
後
の
イ
ノ
シ
シ
、

鹿
等
を
捕
獲
し
て
い
る
が
、
平

成
29
年
度
実
績
は
前
年
よ
り
増

え
て
、
２
，
０
０
０
頭
近
い
捕

こ
と
が
、
保
険
料
の
負
担
に

な
っ
て
い
る
。
負
担
を
下
げ
る

こ
と
が
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
る

の
は
、
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
各
種
団
体
の
協
力
を
得
な

が
ら
負
担
減
を
進
め
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
要
介
護

に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
要
支

援
で
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
そ
の

部
分
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

　
　

特
定
健
康
診
査
率
向
上
事

業
委
託
料（
３
３
３
万
4
千
円
）

と
は
、
詳
し
く
説
明
を
聞
き
た

い
。
受
診
率
向
上
の
為
に
勧
奨

の
仕
方
、
方
法
を
講
じ
る
為
に

誰
か
に
委
託
す
る
の
か
。

　
　

業
者
委
託
と
し
て
い
る
。

み
な
べ
町
の
場
合
、
一
旦
受
診

希
望
を
取
る
が
、
無
い
方
を
含

め　

5
年
間
、
受
け
て
な
い
方

や
、
ま
た
今
ま
で
の
受
診
歴
か

ら
ＡＩ
を
使
っ
て
い
く
つ
か
の
パ

タ
ー
ン
に
振
り
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
に
応
じ
た
受
診
デ
ー
タ
を
用

い
勧
奨
を
し
て
頂
く
様
に
、
委

託
を
考
え
て
い
る
。

条
例
改
正

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　

消
防
団
の
方
の
報
酬
ア
ッ

プ
は
い
い
と
思
う
。
15
年
変
わ

ら
な
か
っ
た
の
が
不
思
議
。
現

在
の
金
額
は
２
３
，０
０
０
円
、

日
高
郡
内
で
は
ど
う
い
う
位
置

な
の
か
。

　
　

日
高
郡
内
の
団
員
で
言

う
と
、
一
番
高
い
の
が
３
０
，

０
０
０
円
、
一
番
低
い
の
が

み
な
べ
町
の
２
３
，
０
０
０

円
。
各
地
域
の
平
均
で
２
８
，

０
０
０
円
と
な
り
、
郡
内
で
２

番
目
の
報
酬
に
な
る
。

　
　

問
題
は
処
遇
改
善
だ
け
で

な
く
、
消
防
団
員
の
確
保
、
欠

員
が
さ
さ
や
か
れ
る
中
、
自
営

業
が
少
な
く
な
り
確
保
が
難
し

く
な
っ
た
。各
地
域
の
問
題
で
、

高
齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
も
あ

る
が
、
年
齢
制
限
も
上
げ
な
が

ら
元
気
な
方
に
頼
っ
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
そ
の
あ
た
り
の
対

策
は
。

　
　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

で
消
防
団
員
の
定
数
を
割
っ
て

い
る
。
町
民
の
安
心
、
安
全
、

夜
の
火
災
等
、
色
々
な
対
応
を

守
っ
て
頂
け
る
消
防
団
員
の
確

保
と
、
今
後
の
後
継
者
作
り
に

多
彩
な
形
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

A
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田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合

が
管
理
す
る
、
し
尿
処
理
施
設

「
清
浄
館
」
は
田
辺
市
新
庄
町

の
小
高
い
高
台
に
位
置
し
て
い

る
。
平
成
７
年
に
操
業
を
開
始

し
て
い
た
が
、
よ
り
私
達
の
清

潔
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た

め
に
、
従
来
の
施
設
を
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
す
る
施
設
の
改
修
工
事

を
行
い
、
平
成
1₆
年
３
月
に
竣

工
し
た
。

　

浄
化
槽
汚
泥
の
増
加
を
想
定

し
て
、
施
設
で
の
受
入
量
・
比

率
が
大
幅
に
変
動
し
て
も
、
余

裕
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
機
能

を
備
え
、
一
日
の
処
理
能
力
は

１
７
０
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
を
誇
る
。

前
脱
水
工
程
や
膜
分
離
装
置
を

導
入
し
、
よ
り
安
定
し
た
高
度

な
処
理
を
行
っ
て
い
る
。

周
辺
環
境
に
も
や
さ
し
い

素
晴
ら
し
施
設
！

　

特
に
、
１
次
、
２
次
処
理
設

備
で
処
理
さ
れ
た
処
理
水
は
、

さ
ら
に
化
学
的
・
物
理
的
に
浄

化
さ
れ
、
何
層
に
も
積
み
重
ね

た
砂
ろ
過
機
で
細
か
い
濁
り
の

成
分
ま
で
除
去
さ
れ
る
。
こ
の

後
、
最
終
工
程
の
活
性
炭
吸
着

塔
に
送
ら
れ
て
、
さ
ら
に
細
か

い
濁
り
成
分
を
除
去
し
た
後
、

仕
上
処
理
と
し
て
塩
素
酸
ソ
ー

ダ
で
滅
菌
し
て

放
流
さ
れ
る
。

　

施
設
内
の
臭

気
も
場
外
へ
拡

散
し
な
い
よ
う

に
処
理
さ
れ
、

周
辺
環
境
に
も

配
慮
さ
れ
て
い

る
。

一日のし尿・汚泥処理処理能力は170 ㎘
事務組合施設の紹介①『清浄館』
南紀の環境保全に大きく貢献！

●御坊日高老人福祉施設事務組合議会定例会
◆平成 31 年第 1 回定例会

・日時　平成 31 年 3 月 7 日
・場所　御坊日高老人福祉施設事務組合　会議室
・出席　天野議員

●紀南公立病院組合議会　　　　　　　
◆平成 30 年第 4 回定例会

・日時　平成 30 年 12 月 27 日　
・場所　紀南病院　3 階構堂
・出席　下村議長　玉井副議長（2 名）

◆平成 31 年第 1 回定例会
・日時　平成 31 年 2 月 26 日　
・場所　紀南病院　3 階講堂
・出席　下村議長　玉井副議長（2 名）

●紀南環境広域施設組合議会定例会
◆平成 31 年第 1 回定例会

・日時　平成 31 年 2 月 20 日
・場所　紀南環境広域施設組合事務室
・出席　下村議長　玉井副議長（2 名）

●日高広域消防事務組合議会定例会
◆平成 31 年第 1 回定例会

・日時　平成 31 年 2 月 27 日
・場所　日高広域消防事務組合消防本部　2 階会議室
・出席　丸山議員

●田辺市周辺広域市町村圏組合議会
◆平成 30 年第 3 回定例会

・日時　平成 30 年 12 月 25 日
・場所　田辺市役所　4 階　第 1 委員会室
・出席　下村議長　玉井副議長（2 名）

◆平成 31 年第 1 回定例会
・日時　平成 31 年 2 月 19 日
・場所　田辺市役所　4 階　第 1 委員会室
・出席　下村議長　玉井副議長（2 名）

●和歌山県後期高齢者医療広域連合議会
◆平成 31 年 2 回定例会

・日時　平成 31 年 2 月 12 日
・場所　ダイワロイネット和歌山　4 階会議室
・出席　下村議長

●田辺市周辺衛生施設組合議会定例会
◆平成 31 年第 1 回定例会

・日時　平成 31 年 2 月 22 日
・場所　清浄館　研修室
・出席　真造議員　井口議員　出口議員（3 名）　

事務組合施設議員活動報告

田辺市周辺衛生施設組合
平成31年度みなべ町負担金
●組合運営費 548 万円
●し尿処理費 2,746 万円
合計 3,294 万円

P10



みなべ町議会だより
令和元年 5 月発行

２
月
１
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

２
月
４
日　

平
成
₃1
年
第
１
回
臨
時
会

２
月
４
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

２
月
６
日
～
８
日　

議
員
県
外
視
察

２
月
11
日　

梅
ま
つ
り
（
正
副
議
長
・

産
業
建
設
常
任
委
員
長
）

２
月
1₂
日　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
議
会
（
議
長
）

２
月
14
日　

広
報
特
別
委
員
会

２
月
1₈
日　

広
報
特
別
委
員
会
（
正
副

委
員
長
）

２
月
19
日　

田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏

組
合
議
会
（
正
副
議
長
）

２
月
₂₀
日　

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合

議
会
（
正
副
議
長
）

２
月
₂₀
日　

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合

例
月
検
査
（
副
議
長
）

２
月
₂1
日
～
₂₂
日　

議
長
・
副
議
長
・

事
務
局
長
研
修

２
月
₂₂
日　

田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組

合
議
会
（
真
造
議
員
、
井
口
議
員
、
出

口
議
員
）

２
月
₂₆
日　

公
立
紀
南
病
院
組
合
議
会

（
正
副
議
長
）

２
月
₂₇
日　

町
会
計
例
月
監
査
（
原
田

議
員
）

２
月
₂₇
日　

日
高
広
域
消
防
事
務
組
合

議
会
（
丸
山
議
員
）

３
月
１
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員

協
議
会

３
月
１
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

３
月
６
日
～
19
日　

平
成
₃1
年
第
１
回

定
例
会

３
月
７
日　

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設

事
務
組
合
議
会
（
天
野
議
員
）

３
月
８
日　

公
立
紀
南
病
院
組
合
予
算

委
員
会
（
議
長
）

３
月
1₂
日　

広
報
特
別
委
員
会

３
月
1₂
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

３
月
1₇
日　

町
長
・
議
長
杯
争
奪
中
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
（
議
長
あ
い
さ

つ
）

３
月
19
日　

全
員
協
議
会

３
月
19
日　

広
報
特
別
委
員
会

３
月
₂₀
日　

紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合

例
月
検
査
（
副
議
長
）

３
月
₂₆
日　

文
化
賞
及
び
ス
ポ
ー
ツ
賞

表
彰
式
（
議
長
祝
辞
）

３
月
₂₇
日　

公
立
紀
南
病
院
組
合
議
会

（
正
副
議
長
）

３
月
₂9
日　

日
高
郡
町
議
会
議
長
会
臨

時
総
会

出
口
晴
夫
議
員

①　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
連
携
に
よ
る

　
　

津
波
避
難
訓
練
の
実
施
を

原
田
覚
議
員

①　

児
童
虐
待
等
の
対
策
と
里
親
制
度
に

　
　

関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

池
田
三
千
留
議
員

①　

み
な
ベ
町
独
自
の
子
育
て
支
援

　
　

紙
お
む
つ
券
を

②　

み
な
べ
町
で
一
時
保
育
・
病
児
保
育
を

真
造
賢
二
議
員

①　

み
な
べ
百
年
の
森
、
進
入
路
の
整
備
を

谷
本
吉
弘
議
員

①　

田
辺
西
バ
イ
パ
ス
開
通
に
と
も
な
う

　
　

町
内
道
路
の
安
全
性
は

②　

町
内
の
医
療
体
制
の
充
実
を

玉
井
伸
幸
議
員

①　

ゴ
ミ
焼
却
場
移
転
の
影
響
と

　
　

今
後
に
つ
い
て

町政を問う！
一　般　質　問

6議員が登壇

議
会
の
動
き
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みなべ町議会だより
令和元年 5 月発行

出
で

口
ぐち

晴
はる

夫
お

 議員

質
問　

先
日
、
ＪＲ
西
日
本
の
協

力
で
津
波
避
難
訓
練
が
す
さ
み

町
内
で
行
わ
れ
、
７
名
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
訓
練
に
参
加
し
て
ま

ず
思
っ
た
の
は
、
頭
で
想
像
し

て
い
た
以
上
に
大
変
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
特
に
、
線
路
か
ら

避
難
道
に
続
く
入
り
口
が
狭
く
、

予
想
以
上
に
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
こ
う
し
た
訓

練
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
が

列
車
か
ら
の
避
難
の
難
し
さ
を

知
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
一
人
で
も
犠
牲

者
を
出
さ
な
い
と
い
う
考
え
の

も
と
に
、
防
災
対
策
に
取
り
組

む
町
と
し
て
は
、
ぜ
ひ
次
回
の

防
災
訓
練
で
は
ＪＲ
西
日
本
と
の

連
携
に
よ
り
津
波
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

町
長
、
教
育
長
の
お
考
え
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

津
波
・
地
震
等
に
対
し

て
ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し
て
、

地
震
発
生
時
に
は
津
波
の
浸
水

想
定
区
域
外
へ
い
ち
早
く
避
難

す
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
毎
年
11
月

の
世
界
津
波
の
日
の
前
後
に
、

自
治
防
災
会
を
中
心
と
し
て
各

地
域
で
避
難
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
町
民
の
皆

様
の
様
々
な
日
常
生
活
の
場
面

を
想
定
し
訓
練
を
積
み
重
ね
て

お
く
こ
と
は
、
非
常
に
大
切
な

こ
と
で
す
。
岩
代
地
区
か
ら
南

部
中
学
校
へ
通
学
さ
れ
て
い
る

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
現
在
36
名

お
り
ま
す
。
中
学
校
を
卒
業
さ

れ
た
後
に
高
等
学
校
へ
の
進
学

な
ど
を
含
め
、
日
常
的
に
電
車

を
利
用
す
る
機
会
が
多
い
と
想

定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
生
以

外
の
方
々
で
も
、
日
常
的
に
電

車
を
利
用
さ
れ
る
方
々
も
お
り

ま
す
。
特
に
、
ＪＲ
岩
代
駅
か
ら

ＪＲ
南
部
駅
間
で
は
、
海
岸
線
沿

い
を
走
行
す
る
区
間
も
相
当
あ

り
、
今
後
は
関
係
機
関
と
の
調

整
を
含
め
て
、
事
前
の
準
備
等

に
相
当
の
時
間
等
を
要
し
ま
す

が
、
自
主
防
災
会
の
意
見
、
ま

た
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
各
学

校
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
意
見
を

伺
い
し
な
が
ら
、
実
施
に
向
け

て
前
向
き
に
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

教
育
長　

過
去
、
印
南
町
で

も
、
中
学
生
が
全
員
参
加
を
し

て
車
両
か
ら
の
津
波
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
彼
ら
が
高
校
生
あ

る
い
は
ど
の
場
面
に
な
っ
て

も
、
電
車
か
ら
逃
げ
る
、
そ
う

し
た
体
験
を
す
る
事
で
、
避
難

の
率
先
者
と
な
れ
る
、
そ
う
し

た
経
験
は
積
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
大

変
意
義
の
あ
る
訓
練
で
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
町
長
部
局
と

も
十
分
相
談
を
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
学
校
側
か
ら
す
れ
ば
、
実

施
の
日
が
授
業
の
稼
業
日
な
の

か
、
ま
た
時
間
は
ど
う
な
の
か

等
、
様
々
な
こ
と
を
検
討
を
し

な
が
ら
、
実
施
に
向
け
て
町
長

担
当
部
局
と
調
査
研
究
を
し
て

ま
い
り
た
い
。

再
質
問　

私
と
し
て
は
中
学
３

年
間
に
、
そ
う
い
っ
た
機
会
が

誰
で
も
一
度
は
体
験
で
き
る
状

況
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
け
る
の

が
、
ベ
ス
ト
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

町
長　

ＪＲ
側
と
し
て
の
受
け
入

れ
態
勢
の
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
議
員
お
っ
し
ゃ
ら
れ
ま

し
た
よ
う
に
、
中
学
校
３
年
間

に
一
度
と
い
う
こ
と
で
は
な
し

に
、
毎
年
１
回
を
目
標
に
頑

張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

教
育
長　

津
波
の
避
難
３
原
則

で
、「
想
定
に
と
ら
わ
れ
る
な
」、

ま
た
「
最
善
を
尽
く
せ
」、「
率

先
避
難
者
た
れ
」、
こ
の
３
つ

は
大
変
大
事
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
我
々
、
教
育
を
預

か
る
者
と
し
て
、
い
つ
災
害
が

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
を
想
定
し
な
が
ら
の
教
育

保
育
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
後
も
避
難
訓
練
を
重
ね
て

い
っ
て
、
避
難
に
対
応
す
る
ス

キ
ル
や
、
そ
の
精
度
を
高
め
て

い
く
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　

ＪＲ
西
日
本
と
の
連
携
に
よ
る
津
波
避
難

訓
練
の
実
施
を

答
弁　

早
急
に
ＪＲ
と
相
談
し
、
で
き
れ
ば
年
１
回

は
実
施
し
た
い

防　災

津波避難訓練（すさみ町）
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90
人
近
く
い
る
そ
う
で
す
。
家

庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
供
た

ち
を
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
、
受

け
入
れ
て
、
暖
か
い
愛
情
と
理

解
を
も
っ
て
養
育
し
て
い
く
の

が
里
親
で
あ
り
ま
す
。

　

紀
南
地
方
で
は
、
こ
の
受
け

皿
に
な
る
里
親
が
足
り
て
い
な

い
状
況
で
、
県
全
体
の
里
親
登

録
数
１
２
７
世
帯
、
そ
の
う
ち

紀
南
地
方
は
21
世
帯
。
本
町
の

登
録
数
は
０
で
す
。

本
町
は
紀
南
里
親
支
援
連
絡
会

と
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長　

虐
待
の
相
談
や
対
応
は

健
康
長
寿
課
が
窓
口
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
で
も
担
っ
て
い
た

だ
く
部
分
も
あ
り
ま
す
。　
　

　

み
な
べ
町
子
ど
も
家
庭
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を
設
置

し
て
お
り
、
日
頃
か
ら
の
見
守

原
はら

田
だ

　 覚
さとる

議員

質
問　

全
国
で
親
の
虐
待
に

よ
っ
て
子
供
が
死
亡
す
る
児
童

虐
待
の
問
題
が
次
々
と
発
生
し

て
い
ま
す
。
児
童
相
談
所
が
対

応
す
る
件
数
は
年
々
増
加
し
て

い
る
状
況
で
す
。
本
町
で
は
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
こ
の
よ
う

な
問
題
の
対
策
・
対
応
を
と
ら

れ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
今
年
の
1
月
23
日
に

「
紀
南
里
親
支
援
連
絡
会
」
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
和
歌
山
県

で
は
様
々
な
理
由
で
親
や
家
族

と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
は
約

４
０
０
人
、
紀
南
地
方
で
は
約

り
体
制
に
重
き
を
置
き
、
学
校

教
育
関
係
、
保
育
所
、
民
生
児

童
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

児
童
相
談
所
、
保
健
所
、
警
察
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
等
の
関
係
機

関
に
お
い
て
相
互
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
早
期
発
見
、

迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
に
努
め

て
い
ま
す
。
今
後
も
虐
待
に
つ

な
が
る
リ
ス
ク
を
無
く
し
、
虐

待
の
未
然
防
止
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。

　

紀
南
里
親
支
援
連
絡
会
と
の

連
携
や
里
親
制
度
を
周
知
す
る

取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

里
親
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
は
、

家
庭
を
離
れ
て
生
活
を
す
る
子

供
が
成
長
す
る
上
で
極
め
て
重

要
な
特
定
の
大
人
と
の
愛
着
関

係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
有
意
義
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
俗
に
里
親
と
言
わ
れ
ま
す

が
４
つ
の
種
類
（
※
別
表
）
が

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
も

週
末
里
親
や
季
節
里
親
も
あ
り
、

週
末
や
夏
休
み
、
お
盆
、
お
正

月
な
ど
に
家
庭
生
活
を
体
験
さ

せ
る
里
親
制
度
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
理
解
・
周
知
の

た
め
、
広
報
紙
に
よ
る
ＰＲ
、
ポ

ス
タ
ー
掲
示
、
民
生
児
童
委
員

会
で
の
学
習
会
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
５
月
に
は
里
親
相
談
会

を
２
回
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

今
後
も
啓
発
を
お
こ
な
う
と
と

も
に
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
ほ
っ

と
と
連
携
を
し
、
各
種
団
体
で

の
会
議
等
に
お
い
て
学
習
会
や

相
談
会
を
開
催
し
、
周
知
の
場

を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民

の
皆
様
に
里
親
制
度
の
中
身
に

つ
い
て
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
ＰＲ
を
し
て
、
１
人
で

も
多
く
の
里
親
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た

い
。

質
問　

児
童
虐
待
等
の
対
策
と
里
親
制
度
に
関
す

る
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
弁　

虐
待
の
未
然
防
止
と
里
親
制
度
の
周
知
に

努
め
る

福　祉

種
類 養育里親 養子縁組里親 親族里親

専門里親

対
象
児
童

要保護児童

次に掲げる要保護児童のうち、都道
府県知事がその養育に関し特に支援
が必要と認めたもの
①児童虐待等の行為により心身に有
害な影響を受けた児童
②非行等の問題を有する児童
③身体障害、知的障害又は精神障害
がある児童

要保護児童

次の要件に該当する要保護児童
①当該親族里親に扶養義務のある
児童
②児童の両親その他当該児童を現
に監護する者が死亡、行方不明、
拘禁、入院等の状態となったこと
により、これらの者により、養育
が期待できないこと

要保護児童　（保護者のない児童又は保護者に監護させることが不適当であると認められる児童）
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池
いけ

田
だ

三
み

千
ち

留
る

 議員

質
問　

今
日
で
は
、
晩
婚
や
晩

産
、
ま
た
、
若
い
世
代
の
所
得

減
少
そ
の
他
多
く
の
理
由
で
少

子
化
が
進
み
、
み
な
べ
町
で
も

人
口
減
少
は
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
新

し
く
生
ま
れ
て
く
る
命
・
こ
ど

も
は
、
町
の
宝
で
す
。
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
る
子
育
て
に
必
要
な
紙

お
む
つ
の
購
入
費
用
を
助
成
す

る
「
紙
お
む
つ
券
」
の
配
布
は

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
紙
お
む
つ
券
を
通
し

て
み
な
べ
町
の
薬
店
・
薬
局
で

の
購
入
に
よ
る
人
と
人
と
の
繋

が
り
が
会
話
に
よ
っ
て
生
ま
れ

て
、
さ
ら
に
、
町
の
う
る
お
い

が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

町
長　

出
生
児
を
増
加
傾
向
に

転
ず
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
各

種
子
育
て
支
援
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
県
内
、
紙
お
む
つ

の
助
成
事
業
は
、
1
町
が
実
施

中
、
1
町
が
今
年
度
よ
り
実
施
。

全
国
的
に
も
実
施
を
し
て
い
る

自
治
体
は
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
議
員
よ
り
ご
提
案
を

契
機
に
、
町
単
独
事
業
の
新
規

事
業
と
し
て
実
施
す
る
と
し
た

場
合
に
、
た
だ
単
に
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
助
成
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
で
乳
児
家
庭
と
の
接
点
を
よ

り
多
く
求
め
、
子
育
て
の
サ

ポ
ー
ト
、
理
解
に
繋
げ
、
ひ
い

て
は
み
な
べ
町
で
子
育
て
を
し

た
い
と
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
広
が
り
を
も
て
な
い
か
と

今
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

先
進
自
治
体
の
実
施
状
況
、

そ
の
他
、
波
及
効
果
等
を
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問　

以
前
か
ら
よ
く
耳
に
し

て
い
た
こ
と
で
し
た
が
、
子
ど

も
を
保
育
所
に
送
っ
て
行
く
と

熱
が
あ
る
と
言
わ
れ
仕
事
を
急

き
ょ
休
む
こ
と
に
な
っ
た
と
か
、

仕
事
中
に
こ
ど
も
を
預
け
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
こ
ど
も
の
体
調

が
悪
い
の
で
迎
え
に
来
て
ほ
し

い
と
の
電
話
が
急
に
あ
り
仕
事

の
途
中
で
帰
る
こ
と
に
な
っ
た

な
ど
。
就
労
を
し
な
が
ら
の
子

育
て
に
は
大
変
厳
し
い
こ
と
が

数
々
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
時
、
こ
ど
も
を

保
育
し
て
も
ら
え
る
一
時
保
育

や
病
児
保
育
の
環
境
づ
く
り
を

み
な
べ
町
で
、
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町
長　

保
護
者
の
働
き
方
の
多

様
化
、
家
族
形
態
の
変
化
も
含

め
、
子
育
て
環
境
の
変
化
に
対

す
る
要
望
も
多
様
化
の
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
み
な
べ
町
で
は
新

年
度
、
上
南
部
こ
ど
も
園
に
看

護
師
を
常
勤
で
配
置
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

教
育
長　

本
町
で
の
一
時
保
育

は
、
上
南
部
こ
ど
も
園
で
専
用

の
保
育
室
を
確
保
し
て
、
担
当

保
育
士
を
配
置
し
実
地
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
家
庭
で

保
育
さ
れ
て
い
る
お
子
様
を
一

時
的
に
お
預
か
り
す
る
制
度
で

す
。
お
子
様
の
お
預
か
り
の
基

準
は
保
護
者
の
病
気
、
疾
病
、

入
院
、
ま
た
緊
急
時
、
冠
婚
葬

祭
等
、
育
児
疲
れ
の
解
消
な
ど

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
の
病
児
保
育
の
現
状
は
、

国
の
基
準
が
あ
り
、
施
設
面
・

体
制
面
で
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
看
護
師

を
配
置
し
ま
し
て
も
病
気
を
診

る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
急
な
病
変
な
ど

今
ま
で
と
は
違
っ
た
看
護
師
の

判
断
に
よ
る
少
し
手
厚
い
対
応

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問　

み
な
べ
町
独
自
の
子
育
て
支
援
紙
お
む
つ

券
を

答
弁　

先
進
自
治
体
の
実
施
状
況
、
波
及
効
果
等

を
研
究
し
て
い
き
た
い

子育て

質
問　

み
な
べ
町
で
一
時
保
育
・
病
児
保
育
を

答
弁　
施
設
面
・
体
制
面
で
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
病
児
保
育

保育

み
な
べ
町
の
子
育
て
支
援
策

が
手
元
で
わ
か
る
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
作
成
中
で
す
。
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真
しん

造
ぞう

賢
けん

二
じ

 議員

質
問　

民
間
業
者
が
乱
開
発
、

放
置
し
た
土
地
を
町
が
買
収
。

自
然
樹
林
を
再
生
さ
せ
、
長
期

的
な
植
物
の
変
化
が
見
え
る
水

源
涵か

ん

養よ
う

の
森
と
し
て
復
元
さ
せ

よ
う
と
平
成
18
年
に
「
み
な
べ

百
年
の
森
」
の
取
組
み
が
開
始

さ
れ
た
。
世
界
農
業
遺
産
の
趣

旨
に
合
致
す
る
取
組
み
。

　

そ
の
後
、
平
成
25
年
ま
で
緑

育
と
し
て
植
樹
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
度
重
な
る
災
害
で
荒
廃

し
、
進
入
路
も
崩
落
、
現
地
へ

車
で
行
け
な
い
。

　

素
晴
ら
し
い
目
的
で
開
始
さ

れ
た
事
業
を
こ
の
ま
ま
放
置
す

る
の
は
残
念
。
森
林
環
境
税
が

導
入
さ
れ
、
森
林
を
取
り
巻
く

状
況
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
る
今
こ
そ
、
再
整
備
す
べ

き
で
は
。

　

再
整
備
の
目
的
は
、
①
世
界

農
業
遺
産
の
ハ
ー
ド
的
な
成
果

物　

②
天
然
林
へ
の
再
生
事
業

の
モ
デ
ル　

③
自
然
公
園
と
し

て
憩
い
、
体
験
、
観
察
の
場　

と
し
て
。
原
資
に
は
紀
の
国
森

づ
く
り
基
金（
年
２
５
０
万
円
）

を
活
用
し
徐
々
に
進
め
て
は
。

町
民
の
理
解
も
得
ら
れ
や
す
い
。

　

進
入
路
の
完
全
復
旧
に
は
莫

大
な
費
用
が
掛
か
り
困
難
。
車

１
台
が
通
行
で
き
る
状
態
に
緊

急
復
旧
を
。
ま
た
、
現
地
ま
で

の
道
路
も
、
舗
装
が
割
れ
、
荒

れ
放
題
。
町
管
理
の
百
年
の
森
、

町
有
林
へ
の
進
入
路
・
管
理
路
、

防
災
拠
点
と
し
て
の
道
路
、
地

域
住
民
の
安
全
な
作
業
道
、
と

し
て
整
備
が
必
要
で
は
。

町
長　

森
林
環
境
を
取
り
巻
く

状
況
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
く
中
で
、
百
年
の
森
の
位

置
づ
け
を
考
え
た
と
き
、
議
員

が
提
案
さ
れ
た
、
世
界
農
業
遺

産
の
ハ
ー
ド
的
成
果
、
天
然
林

へ
の
再
生
モ
デ
ル
、
森
林
公
園

や
憩
い
の
場
、
森
林
体
験
地
と

し
て
の
整
備
な
ど
も
含
め
て
、

森
林
環
境
税
、
紀
の
国
森
づ
く

り
基
金
の
趣
旨
な
ど
も
踏
ま
え

て
町
の
将
来
の
あ
る
べ
き
森
林

の
姿
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

稲
田
産
業
課
長　

進
入
路
の
陥

没
は
災
害
復
旧
事
業
対
象
外
の

た
め
、
町
単
独
で
３
０
０
万
円

の
予
算
を
計
上
済
み
で
す
。
た

だ
途
中
の
農
道
が
被
災
し
通
行

止
め
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
工

事
中
で
す
。
こ
の
工
事
後
の
復

旧
と
な
る
た
め
、
本
予
算
を
繰

越
し
、
新
年
度
に
着
工
し
ま
す
。

ま
た
農
道
の
舗
装
は
受
益
者
や

地
元
関
係
者
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

予
算
内
で
の
補
修
は
可
能
で
す
。

再
質
問　

農
道
と
し
て
地
元
の

負
担
が
あ
れ
ば
整
備
が
で
き
る

と
の
こ
と
。
し
か
し
そ
の
奥
に

は
町
管
理
の
百
年
の
森
、
町
有

林
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
町
道

認
定
も
含
め
て
町
が
管
理
す
る

義
務
が
あ
る
の
で
は
。

町
長　

建
前
論
と
し
て
は
課
長

の
答
弁
の
通
り
で
す
。
町
有
地

内
の
進
入
路
に
つ
い
て
は
当
然
、

町
管
理
で
あ
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。
そ
こ
ま
で
の
道
路
に
つ
い

て
は
、地
権
者
の
調
査
等
、様
々

な
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

私
有
地
が
あ
っ
て
も
町
へ
寄
付

し
て
頂
き
、
町
有
地
と
し
て
町

道
の
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と

も
可
能
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

奥
の
１
３
０
ｈ
ａ
の
山
へ
の
強

い
思
い
は
あ
り
ま
す
、
こ
の
ま

ま
放
置
は
で
き
ま
せ
ん
。

再
々
質
問　

紀
の
国
森
づ
く
り

基
金
の
２
次
募
集
は
６
月
。
こ

れ
に
申
込
み
、
基
金
を
活
用
し

て
整
備
を
進
め
ま
せ
ん
か
。

町
長　

ど
の
よ
う
な
形
で
基
金

を
頂
け
る
か
汗
を
か
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
こ
の
湿
地
帯
に
は

様
々
な
ト
ン
ボ
や
昆
虫
類
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
生
物
多
様
性

の
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。　

質
問　

み
な
べ
百
年
の
森
、
進
入
路
の
整
備
を

答
弁　
再
整
備
を
検
討
、
道
路
も
何
ら
か
の
方
法
で

森 林

「みなべ百年の森」計画平面図

舗装面が荒れた道路
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谷
たに

本
もと

吉
よし

弘
ひろ

 議員

質
問  

田
辺
バ
イ
パ
ス
開
通
時

に
は
今
よ
り
も
多
く
の
通
勤
車

両
が
通
行
す
る
と
思
わ
れ
る
。

自
転
車
通
学
の
生
徒
の
安
全
は

確
保
さ
れ
る
の
か
。

  

ま
た
、
田
辺
バ
イ
パ
ス
全
面

開
通
す
る
こ
と
で
、
田
辺
の
中

心
部
と
み
な
べ
町
が
国
道
よ
り

も
、
よ
り
安
全
な
道
で
つ
な
が

る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
農
免
道

路
と
県
道
中
芳
養
南
部
線
の
接

続
の
悪
さ
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て

く
る
。
今
は
住
宅
地
の
中
を

通
っ
て
い
る
状
態
。

  

も
っ
と
大
き
な
道
路
行
政
の

中
で
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
接
続

を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長  

交
通
ル
ー
ル
、
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
は
指
導
を
し
て

い
ま
す
。
開
通
時
の
状
況
を
見

な
い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
通

学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

の
っ
と
っ
て
精
査
し
て
い
ま
す
。

  

31
年
度
に
開
通
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
調
査
の
対
象
に
入
れ
て

確
認
し
ま
す
。

町
長  

全
面
開
通
に
と
も
な
う

農
免
道
路
へ
の
影
響
は
大
き
な

も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

安
全
対
策
の
事
前
対
応
を
地
域

と
相
談
し
な
が
ら
、
交
通
状
況

次
第
で
規
制
を
行
う
協
議
を
警

察
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

  

農
免
道
路
と
県
道
中
芳
養
南

部
線
の
ス
ム
ー
ズ
な
接
続
は
費

用
対
効
果
を
総
合
的
に
判
断
す

る
と
少
し
無
理
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
住
宅
地
内
の
道
路
の
拡

幅
改
良
す
る
予
定
で
す
。
車
の

対
向
が
で
き
な
い
と
い
う
当
面

の
課
題
は
解
消
さ
れ
、
接
続
道

路
と
し
て
の
利
便
性
は
上
が
る

と
思
わ
れ
ま
す
。      

再
質
問  

農
免
道
路
の
交
通
量

に
つ
い
て
は
さ
ほ
ど
増
え
な
い

の
で
は
と
の
見
解
で
し
た
が
、

懸
念
が
あ
れ
ば
取
り
締
ま
り
を

視
野
に
入
れ
た
交
通
規
制
が
必

要
で
は
。

町
長  

警
察
の
話
で
は
制
限
速

度
40
キ
ロ
を
30
キ
ロ
に
変
更
可

能
。
開
通
後
の
状
況
を
み
て
か

ら
の
判
断
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問  

一
次
医
療
圏
の
人
口

１
０
０
０
人
当
た
り
の
診
療

所
に
従
事
し
て
い
る
医
師
数

は
０
・
７
５
３
人
で
、
全
国
平

均
の
０
・
８
０
７
人
を
や
や
下

回
っ
て
い
る
も
の
の
、
入
院
医

療
を
提
供
で
き
る
二
次
的
な
田

辺
医
療
圏
内
で
は
２
・
３
７
１

人
と
ほ
ぼ
全
国
平
均
と
な
っ
て

い
る
。

　

二
次
医
療
圏
を
含
め
た
広
域

圏
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
。
そ
の
少
な
い
医

師
数
を
今
後
も
維
持
で
き
る
の

か
が
大
き
な
問
題
で
は
。

　

自
主
廃
業
す
る
医
師
や
、
80

才
に
な
っ
た
ら
辞
め
る
と
言
っ

て
い
る
医
師
も
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

  

町
内
の
医
師
数
を
今
の
ま
ま

10
年
後
も
確
保
で
き
る
の
か
、

長
い
ス
パ
ン
で
戦
略
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

に
対
し
て
町
長
は
ど
の
よ
う
な

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
の
か
聞

き
た
い
。

町
長  

都
市
部
と
地
方
部
の
医

師
数
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
町
内
の
医
師
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
は
深
刻
な
問

題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

  

町
内
出
身
者
で
病
院
や
大
学

の
勤
務
医
も
お
ら
れ
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
新
規
開
業
と
な
る

と
費
用
の
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、

地
域
医
療
に
協
力
い
た
だ
け
る

町
内
出
身
医
師
等
を
中
心
に
県

担
当
課
と
も
相
談
し
て
対
策
を

講
じ
る
考
え
で
す
。

再
質
問  

地
元
出
身
者
の
方
が

地
元
に
根
づ
か
れ
る
の
が
一
番
。

  

梅
で
健
康
の
町
と
し
て
医
療

費
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
の

は
、
病
気
の
初
期
段
階
で
治
療

を
受
け
る
と
い
う
地
域
の
医
療

体
制
の
充
実
も
あ
る
の
で
は
。

町
長  

時
間
的
に
余
裕
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
定
年
に
な
ら
れ
た

方
を
含
め
、
町
内
出
身
者
を
中

心
に
医
師
の
派
遣
を
お
願
い
し

て
い
き
ま
す
。

質
問　

田
辺
西
バ
イ
パ
ス
開
通
に
と
も
な
う
町
内

道
路
の
安
全
性
は

答
弁　

交
通
規
制
に
つ
い
て
は
警
察
と
連
携

道　路

質
問　

町
内
の
医
療
体
制
の
充
実
を

答
弁　
町
内
出
身
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
根
気
強
く
進
め
て
い
き
た
い

生活
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玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

 議員

焼
却
場
変
更
で
約
４
０
０
０
万

円
の
経
費
削
減

質
問　

ゴ
ミ
の
焼
却
が
平
成
30

年
度
よ
り
す
さ
み
町
か
ら
田
辺

市
に
変
更
さ
れ
た
。
移
行
後
１

年
を
迎
え
る
今
、
こ
れ
ら
を
総

括
す
べ
く
問
い
た
い
。

①
変
更
後
、
経
費
面
で
ど
う
変

わ
っ
た
か
。

②
プ
ラ
ご
み
分
別
の
混
乱
や
高

齢
者
等
対
応
の
困
難
な
方
々
の

実
情
は
。

町
長　

①
田
辺
市
に
移
行
し
て

ト
ン
あ
た
り
の
焼
却
費
用
が
若

干
下
が
っ
た
。
距
離
も
約
40
㎞

短
縮
さ
れ
運
搬
費
用
が
安
く
つ

き
、
処
理
費
用
全
体
で
２
割
ほ

ど
軽
減
さ
れ
た
。

②
田
辺
市
で
は
プ
ラ
系
ゴ
ミ
は

燃
や
せ
ず
、
こ
の
こ
と
が
町
民

を
戸
惑
わ
せ
た
。
た
だ
、
み
な

べ
町
で
は
も
と
も
と
プ
ラ
系
に

つ
い
て
田
辺
市
と
同
じ
扱
い

だ
っ
た
。
す
さ

み
町
の
ル
ー
ル

に
４
年
間
親
し

ん
だ
こ
と
か
ら

今
回
の
混
乱
に

つ
な
が
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

生
活
環
境
課
長

　

分
別
の
混
乱

を
防
ぐ
た
め
、

広
報
紙
30
年
１

月
、
２
月
、
３

月
号
に
掲
載
、

他
に
「
ゴ
ミ
辞

典
」
等
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
そ

の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
、
町
民
の

声
や
質
問
を
ま
と
め
た
チ
ラ
シ

な
ど
を
随
時
各
戸
に
配
布
、
啓

発
し
た
。
各
区
会
場
や
集
積
場

等
に
パ
ネ
ル
も
設
置
。
要
望
の

あ
っ
た
地
区
や
団
体
に
職
員
が

出
向
き
説
明
し
た
。
高
齢
者
等

の
対
応
困
難
者

に
は
戸
別
訪
問

を
行
い
説
明
し

た
。

再
質
問　

大
き

く
経
費
削
減
し

分
別
へ
の
啓
発

も
あ
り
が
た
い
。

た
だ
、
処
理
費

用
の
総
額
は
約

２
億
円
近
い
。

①
今
後
こ
の
費

用
を
ど
う
抑
え

て
い
く
か
。

②
経
費
削
減
の
た
め
新
年
度
予

算
で
も
生
ゴ
ミ
処
理
機
の
購
入

助
成
83
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

処
理
機
購
入
の
申
請
状
況
や
実

績
は
。

町
長　

①
か
ね
て
よ
り
周
辺
市

町
村
で
施
設
の
一
本
化
方
針
が

あ
り
、
将
来
的
に
は
統
合
を
進

め
削
減
に
努
め
た
い
。

　

②
処
理
機
購
入
助
成
は
、
合

併
後
で
７
０
８
台
。
合
併
前
か

ら
だ
と
約
１
０
０
０
台
。
30
年

度
の
申
請
は
12
台
。

生
ゴ
ミ
処
理
機
の
一
層
の
普
及

を
図
り
た
い

再
々
質
問　

①
助
成
金
５
万
円

は
全
国
的
に
も
高
い
。
生
ご
み

に
含
ま
れ
る
水
分
が
い
か
に
重

い
か
を
周
知
し
、
も
っ
と
普
及

を
図
る
べ
き
で
は
。

②
ま
た
、
仮
に
５
％
の
世
帯
で

処
理
機
を
備
え
た
と
想
定
し
た

場
合
、
助
成
費
用
に
７
２
０
万

円
を
要
す
一
方
、
削
減
さ
れ
る

経
費
は
１
０
０
万
円
と
な
る
。

費
用
対
効
果
は
決
し
て
よ
く
な

い
が
、
こ
の
点
を
ど
う
考
え
る

か
。

町
長　

①
処
理
機
に
つ
い
て
の

ＰＲ
不
足
を
反
省
し
た
い
。
処
理

機
の
効
果
を
し
っ
か
り
伝
え
、

減
量
化
、
経
費
の
軽
減
が
で
き

れ
ば
と
考
え
る
。

②
費
用
対
効
果
が
よ
く
な
い
点

に
つ
い
て
は
、
処
理
機
を
通
じ

て
ゴ
ミ
問
題
や
環
境
問
題
へ
の

意
識
の
向
上
を
促
す
費
用
だ
と

と
ら
え
た
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
ＰＲ
不
足
は

否
め
ず
、
も
っ
と
わ
か
り
や
す

く
周
知
し
協
力
を
仰
ぎ
た
い
。

な
お
、
耐
用
年
数
に
達
し
た
処

理
機
の
買
い
替
え
助
成
も
あ
る

の
で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
ＰＲ

し
た
い
。

田辺市ゴミ処理場

質
問　

ゴ
ミ
焼
却
場
移
転
の
影
響
と
今
後
に
つ
い
て

答
弁　

経
費
削
減
に
向
け
積
極
的
に
と
り
く
み
た
い

くらし

H29

H30

焼却費 

運搬費 

円 
 1億  1.5億  2 億

焼却費 

ゴミ処理費用の変化 

収集委託 処理委託 廃プラ･他 

5000万
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　平成 31 年度よりひきこもりサ
ポート事業を開始。NPO法人ハー
トツリーに委託し、みなべ町内での
相談会を 2ヶ月に 1度実施するな
ど安心して相談できる場所を確保し
ます。
　9月には、講演会を開催予定。

　将来的には、令和 9年度の期間
で保険税（料）統一を目指すとの基
本方針が定められていますが、3年
ごとに基本方針が見直されることと
なっていますので、注視して適正な
運営に努めたいと考えています。

結果、こうなりました

平成２9年第 4回定例会 平成２9年第 3回定例会

ひきこもり対策とメンタル
ヘルスの窓口を

問 国民健康保険の制度改正に
よる影響や課題について

問

把握が非常に困難。
南紀若者サポートステーション

に相談員と同行する形で対応しています。

町長 激変緩和の観点から 10 年程度か
けて整備されるのではないか

当面大きな変更はないだろう

町長

議員からの一般質問や議会での議論の内容、各委員会
が提言した内容がその後どうなっているのか、町民の
皆さんの疑問に答えるコーナです。

追 跡 調 査
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空き家対策と商店街の活性化に一役

ア

カ
ル
ト

ラ

商店街を活性化しようと、みなべ町商工会（植田英明会長）
は、３月９日に北道や南道地内の商店街で「みなべ手づくり
ストリート」を催した。空き店舗などを利用し、アクセサ
リーなどの手作り品が販売され、他にも射的や輪投げなどの

「縁日」、南部小学校近くの道路を歩行者天国として梅酒やピ
ザなどの飲食が楽しめる「みなべしょくどう」なども企画し、
多くの来場者で賑わった。

第１回の開催した昨年は、小売店などに関わる女性たちで
組織する「みなべおかみ元気会」が開催したが、２回目の今
回は町商工会が主催した。今年は、さらに内容を充実させ、
近くの南部小学校体育館でイベントを開催。職業体験コー
ナー、昔の遊びなどがあり、南部高校「食と農園科」による
販売ブースも出店された。

商工会館前から南部小学校近くにある鳥居まで約１００㍍
の道路では、午後４時から「歩行者天国」として開放し、夕
暮れ時からは中央通り商店街に小学生らの夢や願いを書いた
灯籠約３００個が並び、幻想的な世界が広がった。

全国的に空き家問題に対する関心が高かまる中で、今後の
取り組みとして注目したい。作　プラたん

四 コ マ 漫 画

防災編

みな
べ手作

りストリート

P19



みなべ

 ちょっと

気になる・
・・『鹿島伝説』に学ぶ

　江戸の昔、八代将軍徳川吉宗が紀州藩主の頃、「宝永の大地震」が日本列島を襲いま
した。続いて太平洋沿岸では引き潮が起こり大津波で、付近の村々は未曾有の被害を受
けました。しかし、その時、鹿島から巨大な鬼

おに

火
び

が現れ、鹿島が大津波を二つに分け、
みなべの郷を守ったと伝えられています。
翌年、これに感謝した村人は、神恩感謝の花火を奉納し、毎年８月 1 日に盛大に行われ
る鹿島奉納花火に引き継がれているという事です。
　みなべ町の「みなべ」の名前の由来は、鹿島をある方向から見ると「三つの鍋」が並
んでいるように見えたことが「南部」の地名の起源とも言われています。
私達が今、地震に対しての教訓として昔より言い伝えられている「鹿島伝説」は、何度
も三

み

名
な

部
べ

の村を守ってくれました。しかし 300 年に一度、必ずやってくると言われる東
南海地震にも守ってくれるとは書かれていません。
　カウントダウンが始まった今、地震に対して「何をすべきか？どうすればいいのか。」
海に浮かぶ鹿島を眺めながら、もう一度みんなで考えてみましょう。

大津波からみなべの郷を守った「鹿島」

みなべ町議会だよりNo.55
令和元年5月１日発行
発行　みなべ町議会
編集　議会広報特別委員会
〒645-0002
和歌山県日高郡みなべ町芝742
TEL　0739-72-1334
Fax　0739-72-1335

の

れあ こ
れ

お問い合わせは　議会事務局（☎ 72-1334）へ

5月に町議会定例会を開催します。
5月議会

5月13日（月）開会（予定）

予告

　

4
月
1
日
、新
し
い
元
号
が
「
令
和
︿
れ

い
わ
﹀」
と
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
い
よ
い
よ
「
平
成
」
が
終
わ
り
、
5

月
1
日
か
ら
令
和
元
年
が
始
ま
り
ま
す
。

「
令
」
は
＂
良
い
＂
の
意
味
で
あ
り
、「
和
」

の
＂
や
わ
ら
ぐ
＂
と
あ
わ
せ
て
、
と
て
も

や
わ
ら
か
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

　

特
に
、
嬉
し
い
の
は
今
回
の
元
号
が
、

太
宰
府
天
満
宮
の
梅
花
の
和
歌
に
起
因

し
て
い
る
こ
と
で
す
。万
葉
集
の
中
で
、梅
は「
萩
」

に
次
い
で
多
く
歌
わ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
元
号
の
始
ま
り
を
契
機
に
、さ
ら
に「
み

な
べ
の
梅
」
が
新
元
号
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
に
発

展
す
る
事
を
期
待
し
た
い
。　

　
　
　
　
　

広
報
特
別
委
員
会　

副
委
員
長

出
口　

晴
夫

編 集 後 記


